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誤表現を,「 訂正をしなけれぼ,そ の言語(こ こでは日本語)を母語とする一般の成
人に理解されないような表現」 とするならば,(1)は,誤表現ということにはならない
であろう。しかし,「表現主体(こ こでは書 き手)が 意図 した とお りに理解されない
表現」をも誤表現とするならば,(1)は誤表現 ということになる。なぜならば,書 き手
は 「キノー,ワ タシワ,ホンヤデホンヲカイマシタ。」 とい う文を書いたっもりであ
ったからである。 「書店」および 「書」は,書 き手がその母語である中国語の単語を









と読んだのでは誤解 したことになる。その逆 もしか りである。森本穫 ・平山三男編著
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r注釈 遺稿 「雪国抄」 ・「住吉」連作』(1984林道舎)に 掲載された 「雪国抄」
の脚注には,「音 と訓の二通 りの読み方がある。」とあり,補 注(同 書85頁)には,
「長谷川泉 ・武田勝彦らは 『くにざかい』と読み,鳥羽徹哉は 『こっきょう』 と読む。
二説は共に納得でき,互に他を凌駕するものではなく,読者それぞれの語感に従って
読めばよい。」 とある。小学館 『日本国語大辞典』 は,「 こっきょう」 の項の用例の
1つとしてこの文を採用し,「 くにざかい」の項の用例としては採用 していない。一
方,玉 村文郎(1985)1)は,r雪国』 が 「昭和10年発表の作品であるから,作家が普
通に上越両国の境界にふさわしい語を選べぼ,『 くにざかい』を採ると推定されるこ
と,また,こ の作家が生前の書 き物 ・講演の中で何回か,自 分は固い漢語は嫌いだと
述べていることの2点 」から,「 くにざかい」がよかろうとしている。また,武部良
明(1988)2}でも,「 こっきょう」でなく,「 くにざかい」 であるとする旨の注記が
ある。私は,勤 務先(同 志社女子大学短期大学部)日 本語目本文学科の2年 次生253
名に,こ の文をローマ字に翻字させてみた。その結果,「 くにざかい」と理解 してい






ては,日 本語 という言語にふ さわしい正書法を確立するために必要な基礎資料を提供
す ることでもあろう。
2.異 音同表記語 とは

















〈すし ・鮨 ・寿司,川 原 ・河原,陰謀 ・隠謀,加 担 ・荷担,根 源 ・根元,神髄 ・真
髄,状 況 ・情況,太 平 ・泰平,表題 ・標題,… …>
C.同音類義同表記 〔同語〕
多義語を同一の表記形であらわした場合。
〈やま(に登る)・(試験の)や ま,高 い(山)・高い(代金),(名前を)よぶ ・(人
を家に)よぶ,… …>
D.同 音類義異表記 〔同語〕






〈とお(十)・とう(党/塔/糖),高 利 ・公吏 ・功利,射 る ・煎る ・鋳る,雁 ・狩
り・カリ,酔い ・良い ・余威,代 える ・蛙,… …>
G.異音同義同表記 〔異語〕
〈私立(シ リツ・わた くしリツ),市立(シ リツ・いちリツ),化学(カ ガク・ぼけ
ガク),事典(ジ テン・ことテン),来春(ラ イシュン・ライはる),底本(テ イ
ホン・そこホン),技手(ギ シx・ ぎて),他人事(ひ とごと・タニンごと),五
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月雨(さ み だれ ・さ っ きあ め),遺 言(ユ イ ゴ ン ・イ ゲ ン ・イ ゴ ン),図 画(ズ
ガ ・ トガ),氏(う じ ・シ),一 日(っ い た ち ・イ ッぴ),寝 る(ね る ・ぬ る),
… …>
H.異 音 同義 異 表 記 〔異 語 〕
〈む じ な ・た ぬ き ・梯 形 ・台 形,遊 星 ・惑 星,投 手 ・ピ ッチ ャ ー,… …>
1.異 音 類 義 同表 記 〔異 語 〕
〈一 時(イ チ ジ ・イ ッ と き ・ひ と と き),工 場(コ ウ ジ ョウ ・コ ウば),国 境(コ ッ
キ ョ ウ ・くに ざか い),今 日(コ ン ニチ ・き ょ う),市 場(シ ジ ョウ ・い ち ば),
草 原(ソ ウ ゲ ン ・く さ は ら),足 跡(ソ ク セキ ・あ しあ と),大 事(ダ イ ジ ・おお
ご と),父 母(フ ボ ・ち ぢは は),牧 場(ボ クジ ョウ ・ま きば),… …>
J.異 音 類 義 異 表 記 〔異 語 〕
〈あが る ・の ぼ る,さ け る ・よけ る,重 い ・重 た い,い ま ・現 在,… …>
K.異 音 異 義 同 表 記 〔異 語 〕
〈尾 鰭(お ひれ ・お びれ),一 寸(ち ょっ と ・イ ッス ン),十 分(ジ ッ プ ン ・ジ ュ ウ
ブ ン),生 物(な ま もの ・セ イ ブ ツ),来 る(く る ・きた る),通 って(と お って ・
か よ って),… …>
L.異 音 異 義 異 表記 〔異 語〕/
例 は 省 略。
上 記 の各 項 に っ い て,詳 細 な検 討 を 加 え る余裕 は な いが,今 後,計 量 的 な調 査 等 を 行
な う必 要 もあ ろ う。
本稿 で と りあ げ る異 音 同表 記 語 とは,上 記 の うち の,G「 異 音 同義 同表 記 異 語 」,
1「異 音 類 義 同表 記 異 語 」,K「 異 音 異 義 同表 記 異 語 」 の3種 類 と,い わ ゆ る語 形 の
ゆ れ と して あ っ かわ れ る,「 愛 想(ア イ ソ ウ ・ア イ ソ),試 合(し あい ・しや い),発
足(ホ ッ ソ ク ・ハ ッ ソ ク),消 耗(シ ョウ コ ウ ・シ ョウモ ウ),・… ・・」 な どの,「 類音
同義 同表 記 同語 」 とで もい うべ き もの を包 括的 に とら えた もの で あ る。G・1・Kの
3種 類 は,従 来,同 表 記 語 とか,同 表 記 異 語 とか よぼ れ て きた もの で あ るが,漢 字 に
よ る表 記 形 が 同 一 で あ って もそ の語 形 にお い て相 違 点 が 認 め られ る もの と して,一 括
し て と りあげ る こ とに す る。 特 に,外 国 語 を 母 語 とす る者 の 日本 語 使 用 を も視 野 に入








えること」3}である。 「市立」と 「私立」は,同 音異義異表記異語の典型的な例であ
る。前者は 「いちリツ」,後者は 「わた くしリツ」 とい う語形を得て,音声言語での
同音による誤解を回避できるわけであるが,そ の結果 として,異音同義同表記語が生
まれることになったのである。漢字音の有する短小性 ・同音性(あ るいは類音性)の
高 さとい う弱点を,音 訓転換の原理を活用して克服 しようとしたわけである。しかし,
その結果,語 形を異にするものを文字言語において区別できなくなったのである。
「他人事(タ ニンごと)」は,「 他人事(ひ とごと)」の表記形を,ま た 「五 月雨
(さっきあめ)」は 「五月雨(さ みだれ)」のそれを文字読み して生 じた語であるとい
われている。一種の綴 り字発音によって生じた語である。漢字によってなる文字列と
音列とが1対1に 対応していないために,誤解 ・誤読によって生 じた の で あ る。誤
解 ・誤読によって生じたという点では,類音同義同表記同語 と共通するといえよう。







るを得ない。 「尾鰭(お ひれ)」と 「尾鰭(お びれ)」,「男女(ダ ンジョ)」と 「男女
(おとこおんな)」,「山川(や まかわ)」と 「山川(や まがわ)」のように語構造が明





4.異 音 同表記語 の判別
異音同表記語を判別するとい うのは,漢字表記語の語形を判定するということであ
る。一体,ど のようにして語形の判定ができるようになっているのか。判定主体を日
本語を母語とす る者(日 本人)と そうでない者(外 国人)と にわけて考えてみよう。





するのである。たとえぼ,「 彼は,人気のない俳優だ。」における 「人気」が 「ニン
キ」であって,「 ひとけ」でないことは,「俳優」という被修飾成分によって判定さ
れ る。 「かにかくに祗園は恋 し寝るときも枕の下を水の流るる」の「寝る」が 「ぬる」
であって 「ねる」でないことは,こ の短歌が文語で詠まれていることによって判定さ
れるのである。 しかし,前後の文脈や状況が明らかであっても判定できないことがあ
る。本稿の冒頭でとりあげた 「国境」 はその好例といえよう。 「一時の辛抱だ。」 の
「一時」は,「 イチジ」か,「 イッとき」か。それ とも 「ひととき」であろうか。確
言は避けねぼなるまいが,1「 異音類義同表記異語」に,判定の困難 なものや判定の
不可能なものが多 くあるのではないだろうか。今後の調査のための仮説 としたい。




も多い。いずれの場合において も彼 らが とる方法は,日 本人にたずねるか,手近の辞
書を引 くかであろう。
以下に示すのは,『品詞別 ・レベル別1万 語語彙分類集』を資料にして,学習 レベ
ル別にどのような異音同表記語があるかを調べ,そ れらを抽出して,下 位 レベルから
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順に列挙 したものである。同書(6頁)に よると,各学習 レベルの内容は,下記のご
とくである。
レベルA:日 本語を勉強し始めてほぼ1年(学 習時間1000時間程度)を 経過 した人
の相当部分が到達 しているであろう学習 レベル。
レベルB:日 本語を勉強し始めてか ら,6か月以上1年 未満(学 習時間700～800時
間)の人の相当部分が到達 しているであろう学習 レベル。
レベルC:日 本語を勉強 し始めてか ら3か月以上6か 月未満(学 習時間400～500時
間)の 人の相当部分が到達 しているであろう学習 レベル。
1.同じ学習 レベルに分類されているもの
① 学習 レベルCに分類されているもの
開く(あ く・ひらく)空 く(あ く・す く)
良い(い い ・よい)家(い え ・うち)
行 き(いき ・ゆき)表(お もて ・ヒョウ)
方(か た ・ホウ)金(か ね ・キン)
木 ド(き ・モク)九(く ・キュウ)
月(っ き ・ゲツ)四(よ ん ・シ)





市場(い ちぼ ・シジョウ)上 下(う えした ・ジョウゲ)
方k(か たがた ・ホウボウ)月 日(っ きひ ・ガッピ)
球(た ま ・キュウ)末(す え ・マツ)
生(な ま ・セイ)世 論(セRン ・ヨロン)
都(み やこ ・ト)年 月(と しっき ・ネンゲツ)
博士(バ カセ ・バクシ)日 日(ひび ・ひニチ)
陸(お か ・リク)
③ 学習 レベルAに分類されているもの
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愛 想(ア イ ソ ウ ・ア イ ソ)心 中(シ ン ジ ュ ウ ・シ ンチ ュ ウ)
節(ふ し ・セ ツ)重 複(チ ョ ウフ ク ・ジ ュ ウフ ク)
二 重(ふ た え ・ニ ジ ュ ウ)
IL異 な る学 習 レベ ル に分 類 され て い る もの
④ 学 習 レベ ルCと 学 習 レベ ルBと に 分類 され て い る もの
開 け る(あ け るC・ ひ らけ るB)音(お とC・ オ ンB)
一 昨 日(お と といC・ イ ッサ ク ジ ツB)
一 昨 年(お と と しC・ イ ッサ クネ ンB)
空(そ らC・ か らB)昨 日(き の う ・サ クジ ツB)
今 日(き ょ うC・ コ ン ニチB)工 場(コ ウ ジ ョウC・ コ ウぼB)
昨夜(ゆ うべC・ サ クヤB)中(な かC・ チxウB)
土(ドC・ っ ちB)本(ホ ンC。 も とB)
訳(ヤ クC・ わ けB)夜(よ るC・ よB)
私(わ た しC・ わ た く しB)間(あ い だC・ まB・ カ ンB)
明 日(あ したC・ あすB・ ミ ョウ ニチB)後(あ とC・ ゴC・ の ちB)
上(う えC・ か みB・ ジ ョウB)下(し たC・ も とB・ ゲB)
⑤ 学 習 レベ ルBと 学 習 レベ ルAと に分 類 され て い る もの
値(あ た いB・ ねA)抱 く(だ くB・ い だ くA)
市(シB・ い ちA)大 家(お お やB・ タ イ カA)
音(オ ンB・ ねA)下(ゲB・ し もA)
紅 葉(コ ウ ヨ ウB・ もみ じA)根 本(コ ンポ ンB・ ね も とA)
質(シ ツB・ シチA)品(し なB・ ピ ンA)
種(た ねB・ シ ュA)生 物(セ イ ブ ツB・ な ま ものA)
度(た びB・ ドA)面(メ ンB・ っ らA)
罰(・ ミツB・ バ チA).綿(メ ンB・ わ たA)
下(も とB・ ゲB・ し もA)
⑥ 学 習 レベ ルCと 学 習 レベ ルAと に分 類 され る もの
明後 日(あ さ ってC・ ミ ョウ ゴニ チA)頭(あ た まC・ か し らA)
大 勢(お お ゼ イC・ タ イ セ イA)音(お とC。 ねA)
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魚(さ かなC・ うおA)下(し たC・ しもA)
梅雨(っ ゆC・ パイウA)床(ゆ かC・ とこA)
角(か どC・っのA・ カクA)
なお,単 語の レベルと漢字の レベルは必ずしも一致しないが,こ こでは,単語のレ
ベルによる分類のみをとりあげた。
中国語話者や韓国語話者にとっては,日 本語内の異音同表記語に加えて,彼 らの母
語 と日本語 との間にも異音同表記語があることは,周 知の事実である。本稿冒頭の中
国語話者による作文に見られたような誤用の起こることがあるのである。





「十分」を 「充分」に,「 大業」を 「大技」に,「黒子」を 「黒衣」に表記形を改め
るのである。 しかし,「根本」は 「根元」とすることで 「コンポン」 との区別は可能
になるが,「 コンゲン」との区別ができなくなる。 「人事」は,「他人事」とするこ
とで 「ジンジ」 と紛れなくなるが,あ らたに 「タニンごと」なる語が生まれることに
なるのである。
送 り仮名によって,判別可能になることもある。例えぼ,「 表す」は 「表わす」と,
多 く送 り仮名をっけることで 「ヒョウす」との区別が可能になる。 「来る」を 「来た
る」 とし,「行って」を 「行なって」 とするのも同様である。 しか し,「 生物」 は
「生 き物」とすることで 「なまもの」,「セイブツ」 との区別はできるが,依然 とし
て,「 生物(な まもの)」と「生物(セ イブツ)」との区別は,文字列のみではできな
いのである。
以上の2っ の方法は,適用される語が多 くはないが,語 種による書き分けは,よ り
広い範囲の語に適用できよう。 もっとも,この方法にも限界がある。例えぼ,漢 語を
漢字で表記し,和語を仮名で記表することで,「 セイブツ」 と 「なまもの」,「おひ
れ」と 「おびれ」の区別は可能になるが,と もに漢語である 「ライハイ」と 「レイハ
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イ」,「コウフ」 と 「クフウ」 の区別は依然 として不可能なのである。この方法であ
ると,混種語が 「工ば」 「借や」 といった混ぜ書きになり,読みにくくなった り,ワ
ープロによる入力が面倒になったりする可能性がある。
残る方法は,振 り仮名付きの表記形式を採用することであろう。大島(1991)でも,







6.お わ り に
異音同表記語にっいての以上の序論的な考察によって,問題提起 とする。今後は,










2)参 考文献8の注の2)に,「川端康成の 『雪国』の冒頭 『国境の長い トンネル』
は,群 馬(上野)か ら新潟(越 後)に 抜ける清水 トンネルだか ら,『 くにざか
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